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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

心 の 持 ち よ う

て い る と 目 の 前 に 食 事 が 並 ぶ 、 と い う殿 様 の よ う な 幸 せ な こ と は 私 に は ない 。 自 分 で 料 理 す る し か な い 。 紛 争 の続 く 国 々 の 難 民 の 人 達 を 思 う と 命 の 危険 も な く 、 三 度 き ち ん と 食 べ ら れ る こと は 幸 せ と わ か っ て い る が 、 そ れ で も料 理 す る こ と は 大 儀 で あ る 。　
石 垣 り ん 氏 の 詩 が 思 い 出 さ れ る 。

私 の 前 に あ る 鍋 と お 釜 と 燃 え る 火 と（ 前 略 ） ／ あ あ そ の 並 ぶ べ き い く た りか の 人 が な く て ／ ど う し て 女 が い そ いそ と 炊 事 な ど ／ 繰 り 返 せ た ろ う ？ ／ それ は た ゆ み な い い つ く し み ／ 無 意 識 な

　
何 故 、 お 腹 が 空 く の で し

ょ う ？

　
習 慣 な の か 時 分 時

に な る と お 腹 が 空 く 。 座 っ

ま で に 日 常 化 し た 奉 仕 の 姿 。 ／ 炊 事が 奇 し く も 分 け ら れ た ／ 女 の 役 目 であ っ た の は ／ 不 幸 な こ と と は 思 わ れな い 、 ／ そ の た め に 知 識 や 、 世 間 での 地 位 が ／ た ち お く れ た と し て も ／お そ く は な い ／ 私 た ち の 前 に あ る もの は ／ 鍋 と お 釜 と 、 燃 え る 火 と ／（ 中 略 ） ／ そ れ は お ご り や 栄 達 の ため で な く ／ 全 部 が ／ 人 間 の た め に 供せ ら れ る よ う に ／ 全 部 が 愛 情 の 対 象あ っ て 励 む よ う に 。

　 　

　
未 熟 な 私 は 、 な か な か 励 め な い 。

愚 痴 多 い 拗 ね 者 で あ る 。 石 垣 氏 は 一九 二 〇 年 生 。 初 期 に は 、 生 へ の 肯定 、 生 へ の 厭 世 論 が 拮 抗 し た 形 で 存在 し た 、 と 三 木 卓 氏 の 解 説 。 石 垣 氏は 生 涯 働 き 、 家 族 を 支 え た 詩 人 で ある 。

映 画 の 一 場 面

1 9年 に 台 湾 で 同 性 婚 が 制
度 化 さ れ る ま で の 道 の りを 追 っ た ド キ ュ メ ン タ リー だ 。  「 日 本 社 会 に も 共通 点 が 多 い の で 、 こ の 映画 を 見 て 一 緒 に 考 え て ほし い 」 と 、 同 会 事 務 局 長の 鈴 木 朋 絵 弁 護 士 。　

上 映 終 了 後 の ３ 時

2 0分

か ら は 、 ス ペ シ ャ ル ト ーク 「 同 性 婚 が 日 本 で 法 制化 さ れ た ら ど う な る ？ 」  。明 治 大 法 学 部 の 鈴 木 賢 教授 が 、 映 画 に 登 場 し た ３組 の そ の 後 も 含 む 台 湾 にお け る 現 状 を 話 し 、 日 本に お け る 法 制 化 に つ い て考 察 す る 。 聞 き 手 は 、 支援 者 を 増 や す 活 動 に 取 り組 む 「 山 口 レ イ ン ボ ー プラ イ ド 実 行 委 員 会 」 の 田中 愛 生 実 行 委 員 長 。　
主 催 者 は 、 確 実 に 入 場

で き る フ ォ ー ム （ 二 次 元コ ー ド か ら ） で の 事 前 申し 込 み を 推 奨 し て い る 。

ま で 、 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ール （ 山 口 市 小 郡 令 和 １ ）で あ る 。 レ イ ン ボ ー 山 口の 主 催 で 、 入 場 は 無 料 。　
同 団 体 は 、 性 的 少 数 者

へ の 理 解 を 深 め て も ら おう と 活 動 中 。 こ の 映 画は 、 ３ 組 の 同 性 愛 カ ッ プル の 日 常 も 交 え な が ら 、

　
台 湾 映

画 「 愛 で家 族 に 〜同 性 婚 への 道 のり 」  （ ２０ ２ ０年 ） の 上映 会 が 、
2 7 

 

日

（ 日 ）  午 後１ 時 半 から ４ 時 半

　
「 守 田 英 二 ・ 大 庭 博 子

　

二 人 展 」 が 、

2 6日
　

（ 土 ）  と

2 7日 に 、 Ｃ ・ Ｓ 赤

れ ん が （ 山 口 市 中 河 原 町５ ） で 開 か れ る 。 時 間 は午 前

1 0時 か ら 午 後 ６ 時 ま

で で 、 入 場 無 料 。　
守 田 さ ん に よ る 山 口

市 ・ 一 の 坂 川 周 辺 の 四 季の 風 景 写 真 と 、 大 庭 さ んに よ る 情 感 豊 か な 絵 が 並

ぶ 。 さ ら に 会 場 で は 、 友人 の ミ ュ ー ジ シ ャ ン た ち　 「 や ま ぐ ち 緑 の 回 廊 ツア ー 〜 巨 木 と 過 ご す 癒 しの ひ と と き 」 の 参 加 者 が募 集 さ れ て い る 。 開 催 日は ５ 月

2 2日  （ 木 ）  。

　
当 日 は 、 午 前 ８ 時

2 0分

ま で に 維 新 百 年 記 念 公 園（ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ） に集 合 。 美 祢 市 の 別 府 弁 天池 ・ 厳 島 神 社 の 巨 樹 群（ 美 祢 市 指 定 天 然 記 念物 ）  、 同 市 ・ 神 功 皇 后 神社 の イ チ イ ガ シ （ 県 指 定天 然 記 念 物 ）  、 下 関 市 ・長 府 正 円 寺 の 大 イ チ ョ ウ（ 同 ）  、 同 市 ・ 川 棚 の ク スの 森 （ 国 指 定 天 然 記 念物 ） の ４ カ 所 を 、 樹 木 医

と と も に 巡 る 。 同 公 園 への 帰 着 は 、 午 後 ５ 時 の 予定 だ 。　
参 加 費 は ５ ０ ０ ０ 円

で 、 長 府 観 光 会 館 で の 昼食 代 と 保 険 料 も 含 ま れる 。 申 し 込 み は 、 は が きに 参 加 者 全 員 （ ２ 人 まで ） の 郵 便 番 号 、 住 所 、氏 名 （ ふ り が な ）  、 生 年月 日 、 電 話 番 号 を 明 記し 、 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ２ １

　
山 口 市 桜 畠 ３

－

２

－

１

　
（ 公 財 ） や ま ぐ ち 農 林

振 興 公 社

　
緑 化 企 画 室

へ 。

3 0日  （ 水 ）  消 印 有 効 。

定 員 は

4 0人 で 、 応 募 者 多

数 の 場 合 は 抽 選 。 に よ る 生 演 奏 も 楽 し める 。

応  募  フ ォ ー  ム

当 日 の 直接 参 加 は先 着 順 とな る 。

同 性 婚 を 考 え よ う と レ イ ン ボ ー 山 口 が 開 催

映 画 「 愛 で 家 族 に 」 上 映 会
2 7日

写 真 と 絵 画 の  コ  ラ ボ
守 田  ・  大 庭 二 人 展

２ ６ ・ ２ ７ 日

バ  ス  ツ  ア ー  へ  の 参 加 者 募 集 中

５ 月 に  「 巨 木 と 過 ご す 癒 し の ひ と と き 」



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ４ 月 ２ ３ 日 ㈬ 　 ２サ ン デ ー 山 口

オ ー プ ン を 控 え た 山 口 松 美 町 店

入 会 案 内 ペ ー ジ

　
萩 往 還 、 石 州 街 道 に 続 い て 山 口 市 内 の 大

内 文 化 の 史 跡 を 訪 ね る シ リ ー ズ を 描 く 機 会を い た だ い た の で 、 引 き 続 き ご 愛 読 を お 願い し た い 。 そ の 第 一 弾 と し て 採 り あ げ る のは 国 宝 ・ 瑠 璃 光 寺 五 重 塔 で あ る 。 こ れ こ そが 今 に 残 る 大 内 文 化 の 最 右 翼 に 位 置 づ け られ る も の で あ り 、 我 々 山 口 市 民 が 誇 り と する も の と 言 っ て 異 論 を 挟 む 人 は ま ず い な いだ ろ う 。 そ れ だ け に 、 今 さ ら 塔 の 歴 史 や 心柱 と 呼 ば れ る 構 造 上 の 秘 密 な ど に つ い て くど く ど 述 べ る 必 要 も な い と 思 う 。　
数 年 前 、 奈 良 の 法 隆 寺 を 訪 れ 、 五 重 塔 を

初 め て 目 の 前 に し た 時 に 、 思 わ ず 「 勝 った ！ 」 と 思 っ た 。 な ぜ か ？

　
歴 史 は 古 く と

も 、  法 隆 寺 の そ れ は 全 体 の 印 象 が 随 分 堅 く 、

伸 び や か さ に 欠 け て おり 、 瑠 璃 光 寺 の 檜 皮 葺の 柔 ら か な カ ー ブ を 描く 屋 根 が 生 み 出 す 優 雅さ に は 到 底 及 ば な い と思 っ た か ら で あ る 。 この 思 い に は 、 単 に 身 贔屓 と は 断 じ ら れ ぬ 真 実が あ る と 思 っ て い る 。

瑠 璃 光 寺 五 重 塔

（ 山 口 市 香 山 町 ）

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝

古 谷 眞 之 助

0 1

2 0 8 2

濃 厚 な 甘 み と 香 り が 特 徴南 す お う ア ス パ  ラ

　
柳 井 市 ・ 平 生 町 ・ 上 関 町 ・ 光 市 （ 大 和

地 区 ） の 生 産 者 が 、 温 暖 な 気 候 を 活 か した ハ ウ ス 栽 培 を し て い ま す 。 ア ス パ ラ ガス 生 産 者 団 体 と し て 初 と な る 山 口 県 認 証制 度 「 エ コ や ま ぐ ち

5 0（ ※ ）  」 を 取 得 す る

な ど 、 安 全 と 環 境 へ 配 慮 し た 栽 培 を 行 って い ま す 。 ２ ０ １ ３ 年 ４ 月 「 産 直 事 業 協定 」 調 印 。※ 化 学 農 薬 と 化 学 肥 料 の 使 用 量 を

5 0％ 以

上 減 ら し た 農 産 物　
有 機 肥 料 栽 培 で よ り よ い 土 壌 を 持 続 さ

せ 、 ア ス パ ラ 本 来 の 濃 い 甘 み と 香 り 、 柔ら か く シ ャ キ シ ャ キ と し た 食 感 を 引 き 出す こ と が 可 能 に な り ま し た 。 新 鮮 な も のは 生 の ま ま 食 べ て も 美 味 し く い た だ け ます 。 ア ス パ ラ に は ビ タ ミ ン Ａ 、 Ｃ 、 Ｅ やカ ロ テ ン 、 葉 酸 、 カ リ ウ ム の ほ か 、 動 脈硬 化 や 高 血 圧 を 予 防 す る 「 ル チ ン 」 が 含ま れ て い る そ う で す 。

　
食 べ 応 え の あ る 太 さ と 新 鮮 な 瑞 々 し さ が 魅 力 。 定 番 の ベ ー コ ン 巻 き や

豚 バ ラ 巻 き が 最 高 で す ！

（ 山 口 市

　
Ｎ ・ Ｙ さ ん ）

　
口 当 た り が よ く 、 茹 で る と シ ャ キ シ ャ キ ホ ク ホ ク ♡

　
マ ヨ ネ ー ズ を 少

し 添 え る と 美 味 し い で す 。

（ 山 陽 小 野 田 市

　
Ｊ ・ Ｍ さ ん ）

南 す お う ア ス パ  ラ 生 産 部 会南 す お う ア ス パ  ラ の 特 徴 栽 培 の こ だ わ りで き る だ け 農 薬 を 使 わ ず に 栽 培　
化 学 肥 料 を 全 く 使 わ ず に ア ス パ ラ ガ ス

栽 培 を 行 っ て い る 産 地 は 国 内 で ほ と ん どな い 中 、 南 す お う ア ス パ ラ 生 産 部 会 では 、 １ ０ ０ ％ 有 機 肥 料 の み で の 栽 培 に 取り 組 ん で い ま す 。 で き る だ け 農 薬 使 用 しな い 栽 培 を す る た め に 、 化 学 農 薬 の 使 用を

5 0％ 以 上 削 減 し た り 、 農 薬 使 用 状 況 の

記 帳 ・ 提 出 を 義 務 づ け た り 、 定 期 的 な 残留 農 薬 の 検 査 を 行 っ て い ま す 。

組 合 員 さ ん の 声

コ
ー
プ や ま ぐ ち の 産 直 商 品

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
エ ニ タ イ ム フ ィ ッ ト ネ

ス 山 口 松 美 町 店 が 、 ５ 月
1 2日  （ 月 ）  に オ ー プ ン 。

2 7

日  （ 日 ）  ま で 先 行 ウ ェ ブ 入会 を 受 付 中 だ 。　
エ ニ タ イ ム フ ィ ッ ト ネ

ス は 全 店 舗

2 4時 間 ・ 年 中

無 休 。 会 員 は 国 内 外 全 ての 店 舗 を 利 用 で き る 。 さら に 国 内 店 舗 で は 、 メ ンバ ー の 高 校 生 家 族 の 施 設利 用 も 無 料 に な る 。　
先 行 ウ ェ ブ 入 会 （ 二 次

元 コ ー ド か ら ） の 特 典は 、 メ ン バ ー キ ー 発 行 費用 （ 通 常 ５ ５ ０ ０ 円 ） と５ 月 の 月 会 費 が 無 料 に 。６ 月 の 月 会 費

（ 通 常 ７ ４

【 フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 】

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

８ ０ 円 ）も ９ ９ ０円 に なる 。【 Ｓ Ａ Ｏ Ｒ Ｉ 山 口 作 品展 】

日 時 ５ 月

1 1日  （ 日 ）

1 0

時 〜

1 5時
　
山 口 市 菜 香 亭

２ 階 で 開 催

　
会 員 ひ と り

ひ と り の 思 い を 作 品 に 展示 販 売

　
上 衣 ・ ベ ス ト ・

カ バ ン ・ マ フ ラ ー ・ 小 物等
　
さ を り 織 り わ く わ く

体 験

　
好 き な 糸 で 好 き な

よ う に 織 っ て み て ！

　
来

場 者 プ レ ゼ ン ト も お 楽 しみ に ！

　
問 い 合 わ せ ／ ０

９ ０ ・ ２ ０ ０ ０ ・ １ １ ３９ （ 田 中 ）山 口 井 筒 屋
﹇ ５ 階 ﹈ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は ５ 月 ７ 日 掲 載

【 催 場 】

2 5日  （ 金 ）  〜 ５ 月

７ 日  （ 水 ）  ：

う ま い も の 味

め ぐ り

【 美 術 ギ ャ ラ リ

ー 】 〜

2 8日  （ 月 ）  ：

想 い

林 泰 石 展

５ 月 オ ー プ  ン  、

2 7日 ま で 先 行 入 会

エ  ニ タ イ ム フ  ィ  ッ ト ネ ス 松 美 町 店

催
　 　

し

学
　 　

ぶ


